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は
じ
め
に

　
一
般
財
団
法
人
日
本
冷
媒
・
環
境
保
全

機
構
冷
媒
回
収
推
進・技
術
セ
ン
タ
ー（
Ｒ

Ｒ
Ｃ
）
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
フ
ロ
ン
類
の
排
出
抑

制
対
策
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
や
産
業
に
欠
か
せ
な

い
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
や
冷
蔵
・
冷

凍
機
器
に
は
、
そ
の
多
く
に
冷
媒
と
し
て

フ
ロ
ン
類
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て

高
い
温
室
効
果
を
有
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
特
定
フ
ロ
ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）

の
代
替
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
替
フ
ロ

ン
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
一
つ
と
し
て
排
出
削
減
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
21
日
に
公
表

さ
れ
た
我
が
国
の
2
0
2
1
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
確
報
値
）
に
よ
る

と
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
排
出
量
は
53
・
6
百
万

Ｃ
Ｏ
２
ト
ン
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
2
・

6
％
増
加
し
ま
し
た
。
増
加
傾
向
は
や
や

緩
や
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
反
転
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
排
出
削
減
の
た
め
の
対
策

と
し
て
は
、
ま
ず
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議

定
書
キ
ガ
リ
改
正
に
基
づ
く
生
産
量
・
消

費
量
の
規
制
が
あ
り
、
今
後
段
階
的
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
機
器
に
充
塡
さ
れ
て
い
る
フ

ロ
ン
類
の
排
出
も
抑
制
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
で
は
、
機
器
の
使

用
時
及
び
廃
棄
時
を
含
む
、
フ
ロ
ン
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
わ
た
っ
て
の
規

制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
下
流
対
策

の
強
化
と
し
て
、
令
和
元
年
に
は
、
機
器

廃
棄
時
に
お
け
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
未

実
施
に
対
す
る
直
接
罰
の
導
入
等
、
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
作
業
に

お
い
て
、
技
術
的
に
回
収
し
き
れ
ず
機
器

に
残
る
フ
ロ
ン
類
を
い
か
に
減
ら
す
か

と
い
う
点
は
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
課

題
と
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
趣
旨

　

令
和
３
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
お
い
て
、
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
の
廃
棄
時
に
お
け
る

フ
ロ
ン
類
回
収
率
（
以
下
、「
廃
棄
時
回

収
率
」）
※
1
に
つ
い

て
は
、
2
0
2
5
年

に
60
％
、
2
0
3
0

年
に
75
％
と
い
う
目

標
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
の

施
行
以
降
、
廃
棄
時

回
収
率
は
４
割
程
度

に
留
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
向
上
の
た
め
の

対
策
が
必
要
で
す
。

　

令
和
元
年
の
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
改
正

に
先
立
ち
、
平
成
30

年
度
に
、
環
境
省
及

び
経
済
産
業
省
は
、

廃
棄
時
回
収
率
低
迷

法律行政

回収・再生装置について

図1

※1 機器の出荷台数や耐用年数
等から推計される全廃棄機器中
の冷媒量（廃棄時残存冷媒量）
に対する、第一種フロン類充塡
回収業者から報告された廃棄時
回収量総量の割合。
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の
要
因
分
析
を
目
的
と
し
た
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ロ
ン

類
の
回
収
作
業
を
行
っ
た
場
合
も
含
め

て
、
廃
棄
時
の
未
回
収
フ
ロ
ン
類
の
半
分

程
度
が
、
回
収
作
業
不
足
や
技
術
的
制
約

等
に
よ
り
回
収
さ
れ
ず
に
機
器
内
に
残

る
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。
特
に

機
器
別
の
廃
棄
時
残
存
冷
媒
量
は
、
中
型

空
調
（
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
）
が

最
も
多
く
全
体
の
41
％
を
占
め
（
図
２
）、

１
台
当
た
り
の
冷
媒
回
収
率
は
様
々
な

機
種
の
中
で
最
も
低
い
と
推
計
さ
れ
ま

し
た
（
表
１
）。

　
そ
こ
で
環
境
省
で
は
、
ビ
ル
用
マ
ル
チ

エ
ア
コ
ン
に
焦
点
を
当
て
、
回
収
を
阻
害

す
る
要
因
や
有
効
な
対
策
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
度

に
か
け
て
、
実
験
室
や
現
場
で
の
検
証
を

実
施
※
2
※
3
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知

見
を
踏
ま
え
、
今
般
、
回
収
率
向
上
の
阻

害
要
因
と
そ
の
対
策
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
概
要

想
定
さ
れ
る
回
収
阻
害
要
因
と

回
収
率
向
上
に
資
す
る
対
策
の
概
要

①
各
種
弁
の
閉
鎖

〈
発
生
の
仕
組
み
、
想
定
さ
れ
る
状
況
〉

　

冷
凍
空
調
機
器
内
部
で
は
、
各
所
に

弁
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
各
種
弁
が
閉
鎖
す
る
と
、
閉
鎖
区

間
が
生
じ
ま
す
。
閉
鎖
区
間
が
生
じ
た

ま
ま
フ
ロ
ン
類
の
回
収
作
業
を
行
い
、

回
収
基
準
圧
力
に
到
達
し
て
も
、
閉
鎖

区
間
に
冷
媒
が
残
存
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

各
種
弁
の
閉
鎖
は
、
冷
媒
回
収
モ
ー

ド
が
な
い
冷
凍
空
調
機
器
や
電
源
が
通

ら
な
い
現
場
で
発
生
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

〈
対
策
〉

　

電
源
が
あ
り
機
器
が
運
転
可
能
な
状

態
で
、
冷
凍
空
調
機
器
の
冷
媒
回
収

モ
ー
ド
が
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
冷
媒

回
収
モ
ー
ド
を
使
用
し
た
回
収
が
最
も

効
果
的
な
対
策
で
す
。
冷
媒
回
収
モ
ー

ド
の
有
無
に
関
す
る
情
報
は
、
機
器
の

扉
の
裏
側
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
不
明
な
場
合
は
機
器

メ
ー
カ
ー
へ
の
問
合
せ
等
に
よ
り
確
認

く
だ
さ
い
。

　

冷
媒
回
収
モ
ー
ド
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
電
磁
弁
オ
ー
プ
ナ
ー
や
ピ

ア
ッ
シ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
閉
鎖

区
間
を
解
消
し
ま
す
。
あ
る
い
は
、
閉

鎖
区
間
に
あ
る
回
収

ポ
ー
ト
か
ら
回
収
す

る
方
法
（
図
４
）
も

あ
り
ま
す
が
、
回
収

ポ
ー
ト
の
場
所
を
判

別
で
き
る
印
等
は
な

い
た
め
、
事
前
に

メ
ー
カ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
冷
媒
の
寝
込
み
・

溶
け
込
み
の
発
生

〈
発
生
の
仕
組
み
、

想
定
さ
れ
る
状
況
〉

液
化
し
た
冷
媒
が
冷

凍
機
器
内
に
溜
ま
っ

て
し
ま
う
現
象
を
冷

媒
の
寝
込
み
と
い
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
か
ら
ガ
ス
回

収
を
行
う
と
、
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
ー
等

へ
の
霜
付
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
冷
凍
機
内
の
冷
媒

が
圧
力
低
下
に
よ
っ
て
低
温
凝
縮
し
、

流
れ
が
悪
く
な
っ
た
冷
媒
の
寝
込
み
が

発
生
し
て
い
る
た
め
で
す
（
図
５
）。

　

ま
た
、
冷
凍
機
内
の
油
中
に
冷
媒
が

溶
け
込
む
と
、
一
時
的
に
回
収
基
準
圧

力
に
達
し
て
も
油
中
か
ら
冷
媒
が
ガ
ス

化
す
る
た
め
、
冷
凍
空
調
機
器
内
の
圧

力
が
上
昇
し
、
回
収
作
業
時
間
が
長
く

な
り
ま
す
（
図
６
）。

　

冷
媒
の
寝
込
み
や
溶
け
込
み
が
発
生

し
て
い
る
と
、
回
収
時
に
は
そ
れ
ら
の

図2

図3

表1

図4

機種 大型ターボ 大型
スクリュー 中型空調 小型空調 中型

冷凍冷蔵
小型

冷凍冷蔵
回収実施台数率

（％） 92～116 152～175 60～63 58 21～29 49～51

1台あたりの
冷媒回収率（％） 45～60 52～101 39～42 113～119 55～85 13～271

※2 環境省請負調査「令
和２年度冷媒フロン類排
出抑制方策検討業務報告
書」（2021年３月）
※3 環境省請負調査「令
和３年度冷媒フロン類排
出抑制方策検討業務報告
書」（2022年３月）
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冷
媒
が
気
化
す
る
の
を
待
つ
必
要
が
あ

る
た
め
、
回
収
基
準
を
満
た
し
た
状
態

に
な
る
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
現
象
は
、
冷
凍
空
調
機
器
に
電

源
が
通
っ
て
い
な
い
場
合
や
長
時
間
放

置
さ
れ
て
い
た
場
合
、
さ
ら
に
、
回
収

現
場
の
気
温
が
低
い
場
合
に
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

〈
対
策
〉

　

室
外
機
全
体
や
霜
付
き
発
生
場
所
を

加
温
し
ま
す
（
図
７
）。
ヒ
ー
ト
ガ
ン

や
ベ
ル
ト
ヒ
ー
タ
ー
等
を
用
い
る
か
、

な
い
場
合
は
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
等
で
も

代
用
で
き
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
霜

付
き
前
か
ら
加
温
す
る
こ
と
で
、
霜
付

き
を
予
防
で
き
、
回

収
時
間
を
短
縮
で
き

ま
す
。
霜
付
き
が
発

生
し
て
回
収
速
度
が

低
下
し
た
ら
、
回
収

を
止
め
て
し
ば
ら
く

の
間
、
放
置
し
ま
す
。

　

回
収
対
象
の
機
器

が
、
長
時
間
放
置
さ

れ
た
機
器
で
あ
っ
て

通
電
し
て
い
る
場

合
、
回
収
前
の
暖
機

運
転
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
量
の
冷
媒
が
冷
凍

機
油
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
場
合
は
、

暖
機
運
転
を
実
施
し
た
後
に
ポ
ン
プ
ダ

ウ
ン
を
行
い
、
液
冷
媒
を
優
先
し
て
回

収
し
ま
す
。

③
ボ
ン
ベ
の
温
度
上
昇

〈
発
生
の
仕
組
み
、
想
定
さ
れ

る
状
況
〉

夏
場
の
回
収
作
業
な
ど
、
回
収

現
場
の
気
温
が
高
い
場
合
、
回

収
用
ボ
ン
ベ
の
温
度
が
高
く
な

り
、
圧
力
が
上
昇
し
ま
す
。
す

る
と
、
回
収
用
ボ
ン
ベ
に
冷
媒

が
入
り
づ
ら
く
な
り
、
回
収
速

度
が
低
下
し
ま
す
（
図
８
）。

　

通
常
は
、
回
収
用
ボ
ン
ベ
の

圧
力
が
上
昇
し
一
定
の
圧
力
に

達
す
る
と
、
回
収
装
置
の
高
圧

遮
断
ス
イ
ッ
チ
※
4
が
作
動
し

ま
す
。
回
収
用
ボ
ン
ベ
の
溶
栓

は
、
温
度
が 

60
℃
に
達
す
る

と
溶
け
て
し
ま
う
仕
様
と
な
っ

て
お
り
、
吐
出
側
の
圧
力
が
、
冷
媒
温

度
が 

60
℃
に
達
す
る
可
能
性
の
あ
る
圧

力
※
5
を
超
え
る
と
、
回
収
作
業
中
に

溶
栓
か
ら
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
対
策
〉

　

ボ
ン
ベ
の
外
側
を
冷
や
す
こ
と
で
、

ボ
ン
ベ
の
圧
力
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ボ
ン
ベ
を
冷
水
に
浸
し
つ

つ
、
濡
れ
雑
巾
を
巻
き
付
け
て
霧
吹
き

を
行
い
常
に
湿
ら
せ
る
こ
と
で
、
効
果

的
な
気
化
熱
に
よ
る
冷
却
が
促
進
で
き

ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
示
し
た
回
収
率
向

上
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
回
収
す
べ

き
フ
ロ
ン
類
を
着
実

に
回
収
で
き
、
現
場

作
業
時
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
や
作
業
時
間
の

短
縮
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
記
載
内
容
は
中
型
空
調

機
器
以
外
の
機
器
に
も
応
用
可
能
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

機
器
の
廃
棄
時
に
機
器
内
部
の
フ
ロ

ン
類
を
確
実
に
回
収
す
る
こ
と
は
、
廃

棄
時
の
回
収
率
向
上
に
つ
な
が
り
、
高

い
温
室
効
果
を
も
つ
フ
ロ
ン
類
の
排
出

抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
皆

様
に
は
、
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
広
く
活

用
い
た
だ
き
、
フ
ロ
ン
類
の
大
気
中
へ

の
放
出
を
で
き
る
限
り
防
止
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
本
稿

で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
当

た
り
、
一
般
社
団
法
人
日
本
冷
凍
空
調

設
備
工
業
連
合
会
及
び
一
般
財
団
法
人

日
本
冷
媒
・
環
境
保
全
機
構
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図7

図8

図5

図6

※4 回収装置内の高
圧遮断スイッチの設
定は3.0MPaである。
※5 フロン類によって
は、60℃の飽和圧力
が低い場合がある。
特に、R134aは高圧
遮断スイッチの作動
する3.0MPaを下回る
ため留意が必要。
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地
球

環
境
「
２
０
２
１
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排

出・吸
収
量（
確
報
値
）と
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
」に
つ
い
て

　

環
境
省
は
２
０
２
１
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
（
確
報
値
）
を

本
年
４
月
21
日
に
報
道
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
２
０
２
１
年
度
の
我

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
量

は
11
億
２
２
０
０
万
ト
ン
（
二
酸
化
炭

素
換
算
）
で
前
年
度
比
２
・
０
％
の
増

加
と
な
っ
た
。

　

吸
収
量
は
、
４
７
６
０
万
ト
ン
で
、

13
年
度
比
で
４
年
ぶ
り
に
増
加
と
な
っ

た
。
今
回
の
報
告
で
は
我
が
国
と
し
て

初
め
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
よ
る
吸

収
量
を
算
定
し
た
こ
と
に
よ
る
他
、
森

林
整
備
の
着
実
な
実
施
や
木
材
利
用
の

推
進
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

目
標
の
基
準
年
で
あ
る
13
年
度
比
で

は
20
・
３
％
減
と
な
っ
た
。
排
出
量
そ

度
ま
で
に
13
年
度
比
46
％
削
減
」
と
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
の
「
２
０
３
５
年
ま
で
に

19
年
度
比
で
約
60
％
削
減
」
の
差
で
あ

る
。

　

具
体
的
な
数
値
で
い
う
と
13
年
度
比

46
％
削
減
と
は
６
億
４
７
６
８
万
ト
ン

の
削
減
で
排
出
枠
は
７
億
６
０
３
２
万

ト
ン
、
19
年
度
比
60
％
の
削
減
と
は

７
億
２
６
０
０
万
ト
ン
の
削
減
で
排
出

枠
は
４
億
８
４
０
０
万
ト
ン
と
排
出
枠

が
小
さ
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
（
13
年

度
比
66
％
の
削
減
）

　

更
な
る
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０
年

度
か
ら
２
０
３
５
年
度
ま
で
の
５
年
間

に
２
億
７
６
３
２
万
ト
ン
を
削
減
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

右
表
は
過
去
20
年
間
の
国
別
自
動
車

全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
減
率
で
日
本

は
世
界
一
削
減
率
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
は
メ
ー
カ
ー
が
頑
張
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
の
削
減
も
冷

凍
機
器
メ
ー
カ
ー
や
施
工
業
者
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
者
主
導
で
行
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

の
も
の
は
、
11
億
７
０
０
０
万
ト
ン
（
二

酸
化
炭
素
換
算
）
で
、
２
０
２
０
年
度

比
で
２
・
1
％
の
増
加
、
２
０
１
９
年

度
比
で
３
・
３
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

増
加
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
起
因
す
る
経
済
停
滞
か

ら
の
回
復
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
が
増
加
し
た
等
が
主
要
因
と
考
え
ら

れ
、
ほ
か
の
Ｇ
７
各
国
で
も
同
様
な
傾

向
で
あ
る
。

　

次
に
、
気
に
な
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
（
ハ
イ

ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
）
の
総
排

出
量
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
か
ら
の

代
替
に
伴
い
、
基
準
年
の
13
年
度
比
＋

66
・
７
％
（
＋
２
１
４
０
万
ト
ン
）
、

前
年
比
＋
２
・
６
％
（
＋
１
４
０
万
ト

ン
）
と
増
加
し
続
け
て
お
り
、
目
標
値

で
あ
る
基
準
年
の
13
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

54
・
８
％
に
も
係
わ
ら
ず
増
加
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
５
月
19
～
21
日
に
広
島
で
開

催
さ
れ
た
先
進
７
ヵ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
）
が
ま
と
め
た
首
脳
宣
言

で
は
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

「
２
０
３
５
年
ま
で
に
２
０
１
９
年
度

比
で
約
60
％
削
減
す
る
こ
と
の
緊
急
性
が

高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
一
昨
年
10
月

22
日
に
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
閣

議
決
定
が
報
道
発
表
さ
れ
た
方
針
は

２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

２
０
１
３
年
度
か
ら
46
％
削
減
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
さ
ら
に
、
50
％
の
高
み
に

向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
宣

言
し
て
い
る
こ
と
で
、
「
２
０
３
０
年

国名 増減率
米国 ＋9％
ドイツ ＋3％
オランダ ＋3％
フランス －1％
イギリス －9％
日本 －23％

過去20年の自動車全体のCO２
排出量の推移（2001年比）

我が国の温室効果ガス排出量
（2021年度確報値）

出典：環境省2021年度温室効果ガス
排出量（確報値）について

我が国の温室効果ガス排出量
出典：環境省2021年度温室効果ガス排出量
（確報値）について

出典：YouTubeニュースあさ８時2023年5月24日
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経
済
産
業
省
委
託
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
保

安
協
会
調
査
の
令
和
3
年
に
発
生
し
た
冷

凍
事
業
所
に
お
け
る
冷
凍
保
安
規
則
に

係
る
事
故
状
況
を
見
る
と
、
2
5
2
件
で

あ
り
、
全
事
故
件
数
の
4
9
2
件
の
な
か

で
約
51
％
を
占
め
て

る
。
幸
い
に
人
身
事
故

は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。

　

冷
媒
ガ
ス
別
の

事
故
件
数
は
、
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
が

2
2
8
件
、
ア
ン
モ

ニ
ア
21
件
、
炭
酸
ガ

ス
2
件
、
ヘ
リ
ウ
ム
1

件
と
な
っ
て
お
り
、

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は

前
年
に
比
べ
7
件
増
加

し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
も
7

件
増
加
し
て
い
る
。

　

災
害
事
象
別
の
分

類
で
は
、
2
5
2
件

す
べ
て
が
漏
え
い
事

故
で
あ
っ
た
。
内
訳

で
は
、
機
器
、
配
管

等
の
腐
食
・
疲
労
を

含
む
漏
え
い
①
が

1
8
8
件
、
締
結

部
、
可
動
シ
ー
ル
部

等
の
漏
え
い
②
が
32

件
、
そ
の
他
の
破
裂
な
ど
漏
え
い
③
が
32

件
と
な
っ
て
い
る
。

漏
え
い
①
で
は
腐
食
事
故
が
最
も
多
く
熱

交
換
器
で
発
生
し
て
い
る
。
事
故
事
例
と

し
て
は
、
空
冷
チ
ラ
ー
の
プ
レ
ー
ト
熱

交
換
器
の
プ
レ
ー
ト
接
合
部
の
腐
食
、

低
圧
受
液
器
の
バ
ル
ブ
接
続
部
の
腐
食
、

ブ
ラ
イ
ン
ク
ー
ラ
ー
内
の
銅
チ
ュ
ー
ブ

の
腐
食
に
よ
る
減
肉
等
が
あ
る
。
ま
た
熱

交
換
器
の
腐
食
は
、
水
質
管
理
に
起
因

す
る
た
め
水
質
管
理
基
準
を
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
、
屋
外
及
び
屋
内
配
管
部
の
保

温
材
下
腐
食
の
場
合
は
そ
の
漏
れ
箇
所
の

発
見
が
難
し
い
事
も
あ
り
定
期
的
に
点
検

す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
腐
食
事
故
の

次
に
疲
労
事
故
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
配
管
、
熱
交
換
器
廻
り
、
圧
縮
機
廻
り

の
振
動
に
よ
る
疲
労
事
故
で
あ
る
。
事
故

事
例
と
し
て
は
、
ブ
ラ
イ
ン
チ
ラ
ー
圧
力

計
接
続
用
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
配
管
の
取
付
不

備
に
よ
り
共
振
、
冷
凍
機
の
圧
力
計
ノ
ズ

ル
付
け
根
部
分
の
溶
接
部
が
振
動
に
よ
り

疲
労
、
冷
媒
配
管
の
ろ
う
付
け
部
の
亀
裂

等
、
特
に
応
力
が
集
中
し
疲
労
に
弱
い
フ

レ
ア
加
工
部
、
ろ
う
付
継
手
、
溶
接
継
手

な
ど
の
配
管
要
素
の
強
度
等
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

漏
え
い
②
の
締
結
部
の
事
故
事
例
で
は
、

ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
シ
ー
ル
部
劣
化
等
の
フ
ラ

ン
ジ
継
手
や
、
ね
じ
込
み
継
手
が
多
い
。

開
閉
部
に
つ
い
て
は
、
バ
ル
ブ
の
グ
ラ
ン

ド
部
か
ら
の
漏
え
い
等
で
、
冷
凍
空
調
設

備
を
長
期
間
使
用
す
る
場
合
締
結
部
等
の

一
般
社
団
法
人
　
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会

冷
凍

空
調

機
器
新
製
品
に
適
用
さ
れ
る
冷
媒
に
対
す
る

新
た
な
目
標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

安
全
令
和
3
年
に
発
生
し
た

冷
凍
空
調
施
設
の

事
故
等
に
つ
い
て

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、国
内
で
は
オ
ゾ
ン

層
保
護
法
に
よ
り
フ
ロ
ン
類
の
製
造
・
消

費
量（
C
O
2
換
算
）の
削
減
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、毎
年
フ
ロ
ン
を
使
用
し
て
い
る
出
荷

製
品
群
毎
に
適
用
さ
れ
る
冷
媒
の
地
球

温
暖
化
係
数（
G
W
P
）の
目
標
値
と
そ

の
達
成
時
期
を
追
加
設
定
す
る
審
議
が

経
産
省
産
業
構
造
審
議
会
の
フ
ロ
ン
類

等
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
度
は
4
月
と

2
0
2
3
年
3
月
の
２
回
開
催
さ
れ
、新

た
に
下
記
製
品
群
に
対
し
新
製
品
に
充
塡

さ
れ
る
冷
媒
の
地
球
温
暖
化
係
数
達
成
目

標
及
び
達
成
目
標
年
度
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。2
0
2
2
年
4
月
に
は
、①
空
調

用
チ
ラ
ー（
G
W
P
7
5
0
、2
0
2
7

年
度
）②
設
備
用
エ
ア
コ
ン（
G
W
P

7
5
0
、2
0
2
7
年
度
）③
G
H
P

（
G
W
P
7
5
0
、2
0
2
7
年
度
）④

業
務
用
冷
凍
冷
蔵
庫（
G
W
P
1
5
0
、

2
0
2
9
年
度
）に
新
た
な
目
標
が
設
定

さ
れ
、2
0
2
3
年
3
月
に「
経
済
産
業
省

関
係
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管

理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」、「
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
判
断
基
準（
告
示
）」、「
冷
蔵
機

器
及
び
冷
凍
機
器
判
断
基
準（
告
示
）」が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、対
象
除
外
機

器
群
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
省
令・告

示
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。ま
た
、2
0
2
3

年
3
月
に
は
、①
床
置
型
室
内
機
が
接
続

さ
れ
る
店
舗
・
事
務
所
用
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー（
G
W
P
7
5
0
、2
0
2
4
年

度
）、②
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
の
う
ち
更
新
用
以
外
の
2
0
2
1

年
度
未
設
定
機
器
群（
G
W
P
7
5
0
、

2
0
2
7
年
度
）、③
1
・
5
k
W
超

の
一
体
型
定
置
式
冷
凍
冷
蔵
ユ
ニ
ッ
ト

（
G
W
P
1
5
0
、2
0
2
9
年
度
）、④

1
・
5
k
W
超
の
別
置
型
コ
ン
デ
ン
シ
ン

グ
ユ
ニ
ッ
ト（
G
W
P
7
5
0
、2
0
2
9

年
度
）、⑤
1
・
5
k
W
以
下
の
コ
ン
デ
ン

シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
定
置
式
冷
凍
冷
蔵

ユ
ニ
ッ
ト（
G
W
P
1
5
0
、2
0
2
9

年
度
）が
設
定
さ
れ
、省
令
・
告
示
の
公
布

に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。オ

ゾ
ン
層
保
護
法
に
お
け
る
フ
ロ
ン
類
の
製

造
・
消
費
量
規
制
に
よ
り
、C
O
2
換
算
で

2
0
2
4
年
に
は
基
準
年
の
40
%
削
減
、

2
0
2
9
年
に
は
70
%
削
減
、2
0
3
6

年
に
は
85
%
削
減
が
決
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、上
記
目
標
の
着
実
な
達
成
に
向
け
た

検
討
及
び
目
標
の
更
な
る
低
減
へ
の
見
直

し
な
ど
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。現
状
使
用
し
て
い
る
フ
ロ
ン
系
冷
媒
以

上
の
性
能
を
有
す
る
冷
媒
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
製
品
群
が
多
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、機
器
メ
ー
カ
及
び
冷
媒
メ
ー

カ
に
お
い
て
現
在
も
目
標
達
成
に
向
け
た

も
う
一
段
上
の
対
応
に
向
け
て
鋭
意
検
討

を
行
っ
て
お
り
、関
係
の
深
い
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
フ
ロ
ン
類
の
製
造
・
消
費

量
規
制
の
遵
守
及
び
市
場
混
乱
を
回
避

で
き
る
よ
う
更
に
検
討
を
加
速
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
密
性
確
保
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
、
定
期
点
検
が
必
要
で
あ
る
。

漏
え
い
③
の
破
裂
の
事
故
事
例
で
は
、
現

場
工
事
に
係
る
施
工
管
理
不
良
や
誤
操
作

等
で
あ
る
。
次
に
凍
結
が
多
く
、
凍
結
の

主
な
原
因
は
冷
水
径
路
の
閉
塞
、
冷
水
量

の
減
少
な
ど
検
査
管
理
不
良
が
起
因
し
て

い
る
。　

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年
件数(件) 124 145 133 171 224 237 310 268 237 252
死亡者(人) ０ 0 0 0 0 0 0 1 0 0
負傷者数(人) １ 1 18 3 2 1 3 1 2 0

高圧ガス冷凍則事故(災害)件数と死傷者の推移（平成24年～令和3年）
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収
容
器
が
高
圧
の
状
態
で
す
と
、
回
収
し

て
き
た
冷
媒
を
押
し
込
む
こ
と
が
困
難
に

な
る
た
め
、
冷
媒
回
収
装
置
の
吐
出
側
を

冷
や
す
な
ど
、
可
能
な
限
り
圧
力
を
下
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
R
R
C
ニ
ュ
ー
ス
第
42
号

（
2
0
2
2
年
12
月
）
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
液
冷
媒
か
ら
回
収
、
吸
引
圧
力
を

下
げ
た
回
収
、
追
加
凝
縮
器
を
使
用
し
て

回
収
す
る
こ
と
で
、
冷
媒
回
収
装
置
吐
出

側
の
圧
力
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

夏
場
の
暑
い
日
な
ど
は
日
陰
を
作
る
、

冷
媒
回
収
装
置
、
回
収
容
器
を
地
面
か
ら

離
す
、
濡
れ
タ
オ
ル
を
回
収
容
器
に
か
け

る
な
ど
、
簡
単
な
こ
と
で
も
多
少
の
効
果

を
得
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
効
率
よ
い
回
収
と
な

り
ま
す
。

③
大
き
な
／
多
く
の
冷
媒
回
路

　

初
め
に
説
明
し
ま
し
た
、能
力
の
高
い
冷

媒
回
収
装
置
を
使
用
す
る
と
冷
媒
回
収
効

率
を
上
げ
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
冷
媒

が
通
る
回
路
が
狭
い
と
最
大
の
能
力
を
発

揮
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

被
回
収
機
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
が
2
分

（
1
/
4
”
）
フ
レ
ア
や
2
分
5
厘

（
5
/
1
6
”
）
フ
レ
ア
の
た
め
、
一
般

的
に
は
細
い
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
を
使
用
す

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

ホ
ー
ス
を
太
く
し
て
流
通
経
路
を
大
き
く

す
る
、
さ
ら
に
短
い
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
ホ
ー
ス
内
の
抵
抗
が

減
り
回
収
効
率
は
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
1
台
の
被
回
収
機
で
も
サ
ー
ビ

ス
ポ
ー
ト
が
い
く
つ
も
つ
い
て
い
る
、
ま

た
ピ
ア
シ
ン
グ
工
具
な
ど
で
冷
媒
回
収
箇

所
を
増
や
せ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
回
収

ヘ
ッ
ダ
ー
を
使
用
し
て
多
く
の
場
所
か
ら

冷
媒
回
収
す
る
こ
と
で
回
収
効
率
は
向
上

し
ま
す
。

　

現
場
に
被
回
収
機
が
数
台
あ
る
場
合
で

も
、
回
収
ヘ
ッ
ダ
ー
が
あ
る
と
同
時
に
冷
媒

回
収
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
便
利
で
す
。

 　
　

 

④
被
回
収
機
の
加
温

　

最
後
に
、
被
回
収
機
の
加
温
で
す
。

　

冷
媒
回
収
を
進
め
る
と
被
回
収
機
は
内

部
の
冷
媒
が
減
る
と
同
時
に
、
冷
媒
が
気

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
り
に
霜
が
つ
く

ほ
ど
冷
え
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冷
媒

は
冷
え
込
む
と
圧
力
が
下
が
り
ま
す
。
冷

媒
回
収
装
置
の
吸
入
側
の
圧
力
は
上
が
り

す
ぎ
る
と
回
収
装
置
の
故
障
に
つ
な
が
り

ま
す
が
、
下
が
れ
ば
冷
媒
回
収
装
置
が
吸

引
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
、
回
収
速
度

は
大
き
く
落
ち
ま
す
。

　

こ
の
と
き
冷
媒
回
収
装
置
の
吸
入
側
の

圧
力
計
は
0
M
P
a
、
ま
た
は
そ
れ
以
下

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
冷
媒
回

収
が
終
了
し
た
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
は

冷
媒
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
被
回
収
機
の
ア

キ
ュ
ー
ム
レ
ー
タ
（
液
分
離
器
）
な
ど
を

加
温
す
る
こ
と
で
、
冷
媒
の
圧
力
が
上
が

り
冷
媒
回
収
効
率
が
向
上
し
ま
す
。

た
だ
し
、
被
回
収
機
に
は
、
カ
バ
ー
や
保

温
材
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

外
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
加
温
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
ま
た
加
温
す
る
方
法
も
、

40
℃
以
上
に
温
め
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

以
上
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ま
し
た

が
、
1
つ
だ
け
で
は
大
き
な
効
果
は
得
ら

れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
冷
媒
回
収
効
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
現
場
に
合
わ
せ
た
工
具

や
冷
媒
回
収
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
効
率

の
良
い
冷
媒
回
収
を
す
る
こ
と
で
、
工
数

低
減
を
図
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

資
材
や
燃
料
な
ど
、
昨
今
様
々
な
モ
ノ

の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
冷
媒
回
収

作
業
現
場
に
お
い
て
は
仕
事
の
効
率
化
や

時
間
短
縮
を
図
ろ
う
と
、
各
企
業
努
力
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
冷
媒
を
効
率
よ
く
回

収
す
る
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
能
力
の
高
い
冷
媒
回
収
装
置

　

ま
ず
は
冷
媒
回
収
装
置
に
つ
い
て
、
当

然
の
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
能
力
の
高

い
冷
媒
回
収
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

冷
媒
の
回
収
効
率
は
向
上
し
ま
す
。

　

冷
媒
回
収
で
使
用
す
る
工
具
の
中
で

も
、
必
需
品
で
、
一
番
高
価
な
も
の
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
冷
媒
回
収
装
置
に

お
い
て
も
日
々
技
術
は
進
化
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
も
し
古
い
冷
媒
回
収
装
置
を
長

く
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
新
の

冷
媒
回
収
装
置
に
変
え
る
こ
と
で
回
収
効

率
は
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
記
載

の
あ
る
回
収
能
力
（
g
／
分
）
が
高
い
も

の
が
能
力
の
高
い
冷
媒
回
収
装
置
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
後
説
明
す
る
冷
却
効
率

や
、
機
能
、
サ
イ
ズ
、
重
さ
、
ま
た
価
格

な
ど
は
違
い
、
様
々
な
冷
媒
回
収
装
置
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
状
況
に
あ
っ

た
冷
媒
回
収
装
置
を
選
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
吐
出
側
の
冷
却

　

冷
媒
回
収
装
置
内
部
で
は
冷
媒
回
収

（
圧
縮
）
と
同
時
に
、
熱
交
換
器
で
粗
熱

を
取
り
、
回
収
容
器
に
押
し
込
ん
で
い
ま

す
が
、
冷
却
能
力
の
高
い
冷
媒
回
収
装
置

で
も
、
完
全
に
熱
を
取
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
回
収
容
器
は
高
温
に
な

る
と
同
時
に
高
圧
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
冷
媒
回
収
が
進
み
、
被
回
収
機
の

冷
媒
が
少
な
く
な
っ
た
と
き
で
す
が
、
回

回
収

技
術
「
高
効
率
回
収
に
つ
い
て
」

冷媒回収装置

回収ヘッダー
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「
A
R
4
」
と
い
う
。
）
の
値
を
使
用
し

て
い
る
。

　
こ
の
度
、
令
和
6
年
に
集
計
・
公
表

予
定
の
我
が
国
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
及
び
　
同
年
に
集
計
予
定
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公

表
制
度
の
算
定
か
ら
、
I
P
C
C
第
5

次
評
価
報
告
書
（
平
成
25
年
公
表
。
以

下
、
「
A
R
5
」
と
い
う
。
）
の
値
を
用

い
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
フ
ロ

ン
類
算
定
漏
え
い
量
等
報
告
で
用
い
る
地

球
温
暖
化
係
数
に
つ
い
て
も
A
R
5
の
値

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
フ
ロ
ン
類

G
W
P
告
示
に
　
規
定
さ
れ
る
地
球
温
暖

化
係
数
を
、
表
1
及
び
表
2
の
と
お
り
と

す
る
。

 （
３
）
G
W
P
値
の
見
直
し
で

　
　

  

影
響
が
あ
る
も
の

　
①
　
フ
ロ
ン
類
算
定
漏
え
い
量
等
報
告

に
お
い
て
、
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者

が
行
う
漏
え
い
量
の
算
定

　
②
　
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者

が
フ
ロ
ン
類
の
充
塡
を
行
う
に
当
た
っ
て

従
う
基
準

〔
注
意
〕

　
管
理
者
が
計
算
す
る
「
算
定
漏
え
い

量
」
の
計
算
に
影
響
す
る
た
め
、
充
塡
回

収
業
者
が
交
付
す
る
「
充
塡
証
明
書
」

「
回
収
証
明
書
」
に
G
W
P
値
を
記
入
す

る
欄
が
あ
る
場
合
は
、
今
年
4
月
か
ら

は
、
新
し
い
G
W
P
値
を
記
入
す
る
。

充
塡
・
回
収
証
明
書
は
、
「
算
定
漏
え
い

量
」
の
計
算
に
重
要
な
も
の
。

　
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
れ

ば
、
新
G
W
P
値
に
対
応
し
て
い
る
。

 （
１
）
フ
ロ
ン
類
の
種
類
に

　
　

 

つ
い
て

　
　
単
一
冷
媒
の
フ
ロ
ン
類
の
種
類
は
表

1
の
と
お
り
と
し
、
混
合
冷
媒
の
フ
ロ
ン

類
の
種
類
は
表
2
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
た
に
49
種
類
追
加
。
表
2
の
網
掛
け

の
冷
媒
。
）

 （
２
）
地
球
温
暖
化
係
数
に

　
　

 

つ
い
て

　
現
行
の
フ
ロ
ン
類
G
W
P
告
示
に
お
け

る
地
球
温
暖
化
係
数
は
、
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
以
下
、
「
I
P

C
C
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
第
4
次
評

価
報
告
書
（
平
成
19
年
公
表
。
以
下
、

法
律
フ
ロ
ン
の
G
W
P
値
の

見
直
し
等
に
つ
い
て

～
新
た
な
フ
ロ
ン
類
G
W
P
告
示
～

第一欄 第二欄 第三欄 第一欄 第二欄 第三欄

告示種類 規則告示
係数

算定漏えい 
量等報告
告 示係数

告示種類 規則告示
係数

算定漏えい
量等報告
告 示係数

1 R-11 4,750 4,660 11 R-124 609 527
2 R-12 10,900 10,200 12 R-125 3,500 3,170
3 R-13 14,400 13,900 13 R-134a 1,430 1,300
4 R-22 1,810 1,760 14 R-141b 725 782
5 R-23 14,800 12,400 15 R-142b 2,310 1,980
6 R-32 675 677 16 R-143A 4,470 4,800
7 R-113 6,130 5,820 17 R-152a 124 138
8 R-114 10,000 8,590 18 R-227ea 3,220 3,350
9 R-115 7,370 7,670 19 R-236fa 9,810 8,060
10 R-123 77 79 20 R-245fa 1,030 858

表１

表２（網掛けは新規に追加する冷媒）
第一欄 第二欄 第三欄 第一欄 第二欄 第三欄

告示種類 規則告示
係数

算定漏えい 
量等報告
告 示係数

告示種類 規則告示
係数

算定漏えい 
量等報告
告 示係数

1 R-401A 1,180 1,130 58 R-434A 3,250 3,080
2 R-401B 1,290 1,240 59 R-435A 25 28
3 R-401C 933 876 60 R-437A 1,810 1,640
4 R-402A 2,790 2,570 61 R-438A 2,260 2,060
5 R-402B 2,420 2,260 62 R-439A 1,980 1,830
6 R-403A 1,360 1,320 63 R-440A 144 156
7 R-403B 1,010 986 64 R-442A 1,890 1,750
8 R-404A 3,920 3,940 65 R-444A 87 88
9 R-406A 1,940 1,780 66 R-444B 293 295
10 R-407A 2,110 1,920 67 R-445A 129 117
11 R-407B 2,800 2,550 68 R-446A 459 460
12 R-407C 1,770 1,620 69 R-447A 582 571
13 R-407D 1,630 1,490 70 R-447B 739 714
14 R-407E 1,550 1,420 71 R-448A 1,390 1,270
15 R-407F 1,820 1,670 72 R-449A 1,400 1,280
16 R-407G 1,460 1,330 73 R-449B 1,410 1,300
17 R-407H 1,500 1,380 74 R-449C 1,250 1,150
18 R-407 I 1,460 1,340 75 R-450A 601 546
19 R-408A 3,150 3,260 76 R-451A 146 133
20 R-409A 1,580 1,480 77 R-451B 160 146
21 R-409B 1,560 1,470 78 R-452A 2,140 1,940
22 R-410A 2,090 1,920 79 R-452B 697 676
23 R-410B 2,230 2,050 80 R-452C 2,220 2,020
24 R-411A 1,600 1,560 81 R-453A 1,770 1,640
25 R-411B 1,710 1,660 82 R-454A 236 237
26 R-412A 1,840 1,730 83 R-454B 465 467
27 R-413A 1,260 1,140 84 R-454C 145 146
28 R-414A 1,480 1,370 85 R-455A 145 146
29 R-414B 1,360 1,270 86 R-456A 684 626
30 R-415A 1,510 1,470 87 R-457A 136 138
31 R-415B 546 544 88 R-458A 1,650 1,560
32 R-416A 1,080 975 89 R-459A 459 460
33 R-417A 2,350 2,130 90 R-459B 142 142
34 R-417B 3,030 2,740 91 R-460A 2,100 1,910
35 R-417C 1,810 1,640 92 R-460B 1,350 1,240
36 R-418A 1,740 1,690 93 R-460C 762 694
37 R-419A 2,970 2,690 94 R-461A 2,770 2,570
38 R-419B 2,380 2,160 95 R-462A 2,250 2,060
39 R-420A 1,540 1,380 96 R-463A 1,490 1,380
40 R-421A 2,630 2,380 97 R-464A 1,320 1,240
41 R-421B 3,190 2,890 98 R-465A 142 142
42 R-422A 3,140 2,850 99 R-466A 733 696
43 R-422B 2,530 2,290 100 R-468A 145 146
44 R-422C 3,080 2,790 101 R-500 8,080 7,560
45 R-422D 2,730 2,470 102 R-501 4,080 3,870
46 R-422E 2,590 2,350 103 R-502 4,660 4,790
47 R-423A 2,280 2,270 104 R-507A 3,990 3,990
48 R-424A 2,440 2,210 105 R-508A 5,770 4,840
49 R-425A 1,510 1,430 106 R-508B 6,810 5,700
50 R-426A 1,510 1,370 107 R-509A 796 774
51 R-427A 2,140 2,020 108 R-512A 189 196
52 R-427B 2,380 2,320 109 R-513A 629 572
53 R-427C 2,060 1,960 110 R-513B 594 540
54 R-428A 3,610 3,420 111 R-515A 386 402
55 R-429A 12 14 112 R-515B 287 298
56 R-430A 94 105 113 R-516A 139 130
57 R-431A 36 40
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ケマーズ社フッ素系
ノンフロン冷媒、グリーン冷媒
オプテオンTMの取り組み

三井・ケマーズ フロロプロダクツ（株）
石川 淳一

産
業
用
冷
蔵
・
空
調
、
R-

4
0
7
C
→
R-

4
4
9
C
は
半
導
体
製
造
装
置
用
チ
ラ
ー
、

R-

4
0
4
A
→
R-

4
4
9
A
/
R-

4
5

2
A
は
業
務
用
冷
凍
冷
蔵
な
ら
び
に

車
載
・
コ
ン
テ
ナ
用
冷
凍
冷
蔵
装
置
、

R-

4
1
0
A
→
R-

4
6
3
A-

J
は
業
務

用
・
産
業
用
冷
凍
冷
蔵
、
R-

1
2
3
→
R-

5
1
4
A
は
タ
ー
ボ
チ
ラ
ー
な
ど
に
採
用
さ

れ
、
高
G
W
P
冷
媒
の
代
替
に
貢
献
し
て

き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
不
燃
冷
媒
は
、
従
来
品
に
比

べ
G
W
P
は
約
半
分
程
度
に
抑
え
ら
れ

て
は
い
る
も
の
の
2
0
2
9
年
基
準
年
比

C
O

2
換
算
70
%
削
減
に
対
し
て
は
空
調

用
R-

3
2
を
含
め
さ
ら
な
る
低
G
W
P

冷
媒
へ
の
転
換
が
必
須
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
ケ
マ
ー
ズ
で
は
カ
ー
エ
ア
コ

ン
用
冷
媒
で
転
換
を
達
成
し
た
ノ
ン
フ
ロ

ン
冷
媒
R-

1
2
3
4
y
f
を
軸
に
し
た
微
燃

性
混
合
冷
媒
の
市
場
投
入
も
加
速
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
微
燃
性
混
合
冷
媒
は
す
で

に
特
定
不
活
性
ガ
ス
承
認
を
受
け
て
お
り

H
P
/
空
調
用
を
は
じ
め
採
用
が
拡
大
し
て

き
て
い
る
。

　

R-

4
5
4
A
（
G
W
P:

2
3
8
）
は
、

R-

4
0
4
A
相
当
の
能
力
を
有
し
、
産

業
用
H
P
や
冷
蔵
倉
庫
用
冷
凍
冷
蔵
装
置

な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
R-

4
5
4
B

（
G
W
P:

4
6
6
）
は
、
R-

4
1
0
A

相
当
の
能
力
を
有
し
、
R-

4
1
0
A
か
ら

の
代
替
が
非
常
に
容
易
で
あ
り
G
W
P
も

R-

4
1
0
A
比
77
%
以
上
削
減
と
な
る
た

め
北
米
市
場
で
は
、
空
調
用
R-

4
1
0
A

代
替
と
し
て
業
界
標
準
に
な
る
模
様
で
あ

り
、
日
系
空
調
メ
ー
カ
ー
も
追
随
し
て
い

く
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
R-

4
5
4
C

（
G
W
P:

1
4
6
）
は
、
R-

4
0
7
C
/

R-

4
0
4
A
相
当
の
能
力
を
有
し
、
現

在
商
業
的
に
入
手
可
能
な
冷
媒
で
唯
一

G
W
P
1
5
0
を
切
る
冷
媒
で
あ
る
こ
と
か

ら
H
P
，
コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
を

は
じ
め
多
様
な
用
途
分
野
で
評
価
さ
れ
、

R-

4
0
4
A
と
比
べ
て
も
効
率
改
善
し
省

エ
ネ
も
見
込
め
そ
う
な
こ
と
か
ら
採
用
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

不
活
性
・
特
定
不
活
性
の
グ
リ
ー

ン
冷
媒
の
取
り
組
み
に
加
え
、
ノ
ン
フ

ロ
ン
冷
媒
と
し
て
G
W
P
1
桁
の

R-

1
2
3
4
y
f
、R-

1
3
3
6
m
z
z
E
、

R-

1
3
3
6
m
z
z
Z
も
展
開
し
て
い

る
。
す
で
に
カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
冷
媒
で
は

R-

1
2
3
4
y
f
へ
の
転
換
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
以
外

の
用
途
拡
大
お
よ
び
今
後
の
グ
リ
ー
ン

冷
媒
拡
大
に
合
わ
せ
そ
の
生
産
能
力
増

強
も
図
っ
て
い
る
。
1
3
3
6
系
は
、
低

圧
冷
媒
と
し
て
不
活
性
ガ
ス
承
認
も
得

て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
や
高
温
用

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
で
採
用
が
決
ま
っ

て
お
り
、
化
石
燃
料
削
減
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
ケ
マ
ー
ズ
で
は
、
H
o
r
i

z
o
n
3
と
し
て
グ
リ
ー
ン
冷
媒
の
さ

ら
な
る
低
G
W
P
化
お
よ
び
新
規
物
質

開
発
も
引
き
続
き
進
め
て
お
り
、
ポ
ス

ト
キ
ガ
リ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
見
据
え
た
長
期
的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
を
性
能
、
経
済
性
、
安
全
性
、

環
境
特
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
冷
媒
の
み
な
ら

ず
、
各
種
新
技
術
に
向
け
た
省
エ
ネ
性

に
優
れ
た
冷
却
技
術
の
開
発
も
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
キ
ガ
リ
改
正

の
最
終
目
標
年
は
2
0
3
6
年
基
準
年
比

C
O

2
換
算
量
85
%
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
抑
止
に
向
け
て

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
が
掲
げ
ら
れ
2
0
3
6
年
以
降
の
対
応

も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ケ
マ
ー
ズ
社
は
、
2
0
0
0
年
代
後

半
よ
り
温
暖
化
抑
止
に
向
け
た
次
世
代
冷

媒
の
開
発
に
着
手
し
現
在
も
さ
ら
な
る
低

G
W
P
冷
媒
の
開
発
を
継
続
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
、
従
来
品
と
同
等
の
効
率
、

安
全
性
、
費
用
効
果
が
引
き
継
が
れ
、
新

冷
媒
評
価
委
員
会
に
て
不
活
性
ガ
ス
承
認

さ
れ
、
国
内
で
商
業
生
産
さ
れ
市
場
に
供

給
さ
れ
て
い
る
。

　
R-

1
3
4
a
→
R-

5
1
3
A
は
業
務
用

　

長
い
こ
と
空
調
業
界
に
身

を
置
い
て
い
る
と
嫌
で
も
耳

に
入
っ
て
く
る
言
葉
。

２
０
３
０
年 

（
機
器
廃
棄
時

に
お
け
る
）
フ
ロ
ン
の
回
収

率
を

７０
％
に
。
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
。
フ
ロ
ン
排
出
量
ゼ
ロ
。

国
の
指
針
す
る
大
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
。
対
し
て
目
の
前
、
当
社
の
よ
う

な
小
規
模
企
業
で
『
何
が
で
き
る
の
か
？
』

『
勝
手
に
ど
う
ぞ
』
で
は
立
ち
行
か
な
い
危

機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
日
々
身
に
つ
ま

さ
れ
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
、
私
た
ち
も
規
模
の
大
小
問
わ

ず
、
こ
の
大
テ
ー
マ
の
ど
真
ん
中
に
い
る
空

調
業
界
の
一
員
と
し
て
、
私
た
ち
が
私
た
ち

の
立
場
で
『
何
が
で
き
る
の
か
？
』
を
今
一

度
真
剣
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
元
々
、
か
つ
て
『
ク
ー
ラ
ー
』
と

呼
ば
れ
た
時
代
か
ら
町
の
電
気
屋
さ
ん
と

か
、
ク
ー
ラ
ー
の
取
付
業
者
様
を
中
心
に
銅

配
管
を
切
断
す
る
際
の
チ
ュ
ー
ブ
カ
ッ

タ
ー
、
銅
配
管
を
コ
ー
ナ
ー
で
曲
げ
る
際
の

チ
ュ
ー
ブ
ベ
ン
ダ
ー
、
銅
配
管
を
接
続
さ
せ

る
フ
レ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
ハ
ン
ド

ツ
ー
ル
な
ど
の
道
具
を
提
供
し
て
き
た
工
具

屋
で
す
。
そ
の
よ
う
な
工
具
屋
で
あ
る
が
、

冷
媒
ガ
ス
に
関
わ
る
も
の
に
は
目
を
背
け
る

こ
と
は
で
き
ず
、
フ
ロ
ン
回
収
装
置
に
関
し

て
は
平
成

１４
年
施
行
の
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊

法
以
前
よ
り
手
掛
け
て
お
り
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

立
ち
返
り
私
た
ち
（
当
社
）
に
『
何
が
で

き
る
の
か
？
』
。
フ
ロ
ン
の
回
収
率
ア
ッ
プ

と
い
っ
て
も
、
全
て
に
お
い
て
、
決
し
て
条

件
の
良
い
環
境
下
で
空
調
機

器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
時
に
は
危
険
の

伴
う
状
況
か
ら
大
気
に
漏
ら

す
こ
と
な
く
フ
ロ
ン
ガ
ス
だ

け
を
封
入
回
収
し
て
き
ま

す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
現
状

フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
を
行
う
担

い
手
が
足
り
て
い
な
い
の
で

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
町
の
電
気
屋
さ
ん

も
含
め
て
、
エ
ア
コ
ン
の
取
付
し
か
し
な
い

業
者
様
へ
も
フ
ロ
ン
回
収
装
置
の
提
供
を
通

じ
て
フ
ロ
ン
回
収
業
者
に
な
っ
て
頂
き
、
フ

ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
の
担
い
手
を
少
し
で
も
増

や
し
て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
紹
介
す
る
フ
ロ
ン
回
収
機
は
Ｒ
Ｍ

３
５
０
。
元
々
、
当
社
の
扱
う
フ
ロ
ン
回
収

機
は
、
当
社
の
歴
史
感
や
お
客
様
層
か
ら
ハ

ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
コ
ン
パ
ク
ト
回
収
機
し
か

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
コ

ン
パ
ク
ト
と
い
っ
て
も
７
５
０
Ｗ
／
１
馬
力

モ
ー
タ
ー
、
回
収
能
力
２
０
０
ｇ
／
m
i
n

と
大
型
空
調
機
対
応
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
寸
法
／
重
量
は
幅
３
７
０
㎜
ｘ
奥
行

２
６
０
㎜
ｘ
高
さ
３
０
０
㎜
／

１１
・
３
㎏
。

片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
。
取
り
回

し
と
車
載
性
を
考
慮
し
た
外
観
デ
ィ
テ
ー

ル
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
＝
高
圧
ガ
ス
＝
機
械
に

と
っ
て
は
壊
さ
れ
や
す
い
厄
介
な
ガ
ス
と
捉

え
て
お
り
、
非
常
に
圧
力
の
高
い
フ
ロ
ン
ガ

ス
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
に
押
し
入
っ
て
流

れ
込
ん
で
く
る
も
の
を
直
列
２
気
筒
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
で
高
圧
力
を
分
散
回
避
し
て
、
比

較
的
初
心
者
で
も
扱
い
や
す
い
機
械
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

回
収
・
再
生
装
置
に
つ
い
て

Ｂ
Ｂ
Ｋ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社

8



「フロン排出抑制法」に基づく、令和３年
度の業務用冷凍空調機器からフロン類充
塡量及び回収量等の集計結果が、経済産
業省と環境省から令和4年12月27日発表
されました。
　フロン類を充塡した業務用冷凍空調機
器の総台数は約53万4,000台で、内訳
は、設置以外時が約36万6,000台、設置
時が約16万8,000台。その充塡量は合計
で約4,664トンだった。内訳は設置以外
時が約3,175トン、設置時が約1,489トンと
なりました。
　これは、前年度と比べると、フロン類の
充塡対象機器の台数は約4 ,70 0台

（0.9％）の減少、充塡量は約280トン
（5.7％）の減少でした。内訳は、設置以
外時は約200台（0.1％）、充塡量は約202
トン（6.0％）とそれぞれ減少。設置時は約
4,500台（2.6％）、充塡量は約78トン
（5.0％）とそれぞれ減少でした。
　一方、フロン類の回収対象となった業
務用冷凍空調機器の総台数は約155万
3,000台、そこから回収されたフロン類の
総量は約5,143トンでした。
　これは前年度と比べると、フロン類の
回収対象機器の台数は約4万3,000台
（2.8％）の増加、回収量は約91トン
（1.7％）の減少でした。内訳は、廃棄時

では約4万5,000台（3.6％）の増加、回収
量は約8トン（0.2％）の増加となり、整備
時では約2,000台（1.0％）、回収量は約
83トン（6.5％）とそれぞれ減少した。
　なお、業務用冷凍空調機器の廃棄時に
おける冷媒フロン類の回収率は、機器の
年度別出荷台数、経年別破棄台数割合、
フロン類初期充塡量等から廃棄時残存
冷媒量を経済産業省において推計し、こ
れと廃棄時回収量との比率で算定する
と、フロン類の廃棄時回収率は約40％と
推定され、前年度比1.7％の減ということ
になります。

フロン排出抑制法に基づく

令和３年度フロン類充塡量及び回収量報告

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

2,298 2,542 2,273 2,276 2,190 2,396 2,579 3,143 3,088 2,999

895 1,497 1,411
1,499 1,379

1,400 1,375 1,425
3,168

3,7733,7733,773
3,601

3,8953,8953,895 3,9583,9583,958

4,543 4,463 4,424

3,499

1,342

4,8414,8414,841

3,199

1,966

5,165

453
158
611

905 878 901 987
132

250
1,237

1,033

930
242
1,172

907
257
1,164

992

238
1,230

1,072

227

1,299

1,148

220

1,368

1,178

216

1,394

1,293

245
1,538

3,708

1,388

5,097

3,443

1,707

5,150

479
184
663

1,254

272
1,526

平成29年度

3,700

1,395

5,094

3,579

1,648

5,227

386
172
558

1,262

260
1,522

平成30年度

3,795

1,421

5,216

3,730

1,731

5,461

393
170
563

1,294

258
1,552

令和元年度

3,855

1,384

5,250

3,550

1,700

382
181
563

1,499

244
1,743

5,239

令和 2年度

3,955

1,279

4,944

3,377

1,567

366
173
5391,272

239
1,511

5,235

3,947

1,196

4,664

3,175

1,489

366
168
5341,317

236
1,553

5,143

令和 3年度

廃棄時の回収量（トン）

設置以外時に充塡した台数（千台）
整備時に回収した台数（千台）
廃棄時に回収した台数（千台）

設置時に充塡した台数（千台）
設置以外時の充塡量（トン）
設置時の充塡量（トン）整備時の回収量（トン）

●第一種フロン類回収業者による充塡量・回収量等（令和3年度）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

廃棄時等回収率 31% 32% 27% 28% 30% 31% 29% 31% 32% 32% 38% 39% 38% 39% 38% 41% 40%

●フロン類廃棄時等回収率の推移

CFC HCFC HFC 合計

充

塡

量

合計
充塡した第一種特定製品数 （台） 1,701 62,003 470,683 534,387
充塡量 （kg） 19,857 1,040,339 3,603,724 4,663,921

設置以外時
充塡した第一種特定製品数 （台） 982 56,239 308,968 366,189
充塡量 （kg） 16,357 977,892 2,180,686 3,174,936

設置時
充塡した第一種特定製品数 （台） 719 5,764 161,715 168,198
充塡量 （kg） 3,500 62,448 1,423,038 1,488,985

回

収

量

合計

回収した第一種特定製品数 （台） 42,841 342,044 1,168,568 1,553,453
回収量 （kg） 89,437 2,217,676 2,836,324 5,143,436
３年度当初の保管量 （kg） 16,915 120,999 143,839 281,753
破壊業者に引き渡された量 （kg） 60,112 1,153,948 1,538,482 2,752,542
再利用等された量 （kg） 33,175 1,069,174 1,278,026 2,380,375
３年度末の保管量 （kg） 12,936 113,964 158,794 285,694

廃棄時等

回収した第一種特定製品数 （台） 41,585 320,108 955,452 1,317,145
回収量 （kg） 81,256 2,022,201 1,843,779 3,947,236
３年度当初の保管量 （kg） 8,131 73,070 44,612 125,814
破壊業者に引き渡された量 （kg） 57,563 1,077,549 991,556 2,126,667
再利用等された量 （kg） 25,764 947,818 846,371 1,819,953
３年度末の保管量 （kg） 5,927 68,873 49,028 123,828

整備時

回収した第一種特定製品数 （台） 1,256 21,936 213,116 236,308
回収量 （kg） 8,181 195,475 992,545 1,196,200
３年度当初の保管量 （kg） 8,783 47,929 99,227 155,940
破壊業者に引き渡された量 （kg） 2,549 76,399 546,926 625,875
再利用等された量 （kg） 7,411 121,357 431,655 560,423
３年度末の保管量 （kg） 7,009 45,091 109,766 161,865

●回収量・充塡量の推移 
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